
※太枠の中をご記入ください。

申請部門 一般部門

※プルダウンから選んでください

【１】事前相談について
（１）市民活動サポートセンターコーディネーターへの事前相談

コーディネーター名 水本
事前相談日時 4/24、5/8
申請可能と言われた日時 2024/5/8

※複数回相談した場合、全てご記入ください
（２）協働を希望する課への事前相談 ※学生・高校生部門は不要です

協働希望課名 子育て支援課
事前相談日時 5月10日
申請可能と言われた日時 5月10日

※複数回相談した場合、全てご記入ください

【２】応募要件について
該当する部門の応募要件の□内に、〇を記載してください。（プルダウンになっています）

該当の部門 要件内容

全部門共通 ５名以上で構成し、主に金沢市内で活動し、今後も活動を予定している団体である。 〇

全部門共通 営利活動、宗教・政治活動を目的としていない。 〇

全部門共通 申請事業について、国、地方公共団体又はこれらに準ずる団体から助成を受けていない。 〇

全部門共通 既に地域や団体が実施している事業そのものではない。 〇

一般部門、団体連携部門 運営に関する規約等があり、１年以上の活動実績を持っている。 〇

スタート、一般、団体連携 翌年３月31日までに事業を完了できる。 〇

学生・高校生部門 翌年２月28日までに事業を完了できる。

スタート部門 事業内容にかかわらず、この部門で過去に採択された団体ではない。

スタート部門 法人格を取得しておらず、かつ設立から３年以内の団体である。

一般部門、団体連携部門 昨年度採用されていない事業である。 〇

一般部門、団体連携部門 事業内容にかかわらず、この部門で過去２回以上採択された団体ではない。 〇

令和６年度 協働のまちづくりチャレンジ事業申請書



【３】申請者について
団体の名称 NPO法人WEKプロジェクト
団体名称のフリガナ ウェックプロジェクト
代表者 坂井 美津江

役職名 理事長
氏名（フリガナ） サカイ ミツエ
団体の所在地
電話番号
FAX番号
メールアドレス

構成員 計 50 名
（内訳） （１）市内関係者 40 名 （２）その他 10 名

設立年月日 2017 年 ３ 月 １ 日 （設立 ８ 年目）

設立の目的

男女が互いにその人権を尊重し、責任を分かち合い、その能力を発揮するとともに、安心で安全な環
境でいきいきと生活することができるようすべての人に対して、女性や子どもの人権の擁護や福祉の
増進に関する事業を行い、男女共同参画社会の形成と子どもの健全育成に寄与する。

活動概要と団体のPR

別紙「団体概要」添付。

HP,SNSのURL https://wek-project.jimdofree.com/
担当者連絡先

役職名 副理事長
氏名（フリガナ） 新美静香（ニイミシズカ）
住所
電話番号
FAX番号
メールアドレス
携帯電話番号

※団体連携部門の場合、当該「【３】申請者」は連携先団体の分も必要であるため、 シートをコピーし、シート名を「団体連携先」として

記載願います。その場合、記載が必要な部分は「【３】申請者」部分のみです。



【４】企画内容について
提案事業・テーマ （３）人づくり
企画のタイトル 金沢こどもまんなかプロジェクト（仮）

事業効果 ※特に事業の対象者が具体的にどうなるかを以下に記入してください。

現状の地域課題

・支援が必要な様々な問題（不登校・ひきこもり、発達障害、貧困、ひとり親家庭、DV・虐待、ヤングケアラー等）を
抱えている人は増加傾向にあるが、支援に繋がることができない人も多い。
・市内には、子どもを支援している人・団体・企業は存在しているが、支援が必要な人だけでなく支援者自身も、各団体
等の支援内容の詳細を知らないことがある。
・子どもへの支援を継続的に、そして、より拡充していくためには、地域の人々が気軽に誰でも支える立場になれるよう
なサポートが必要。

事業の実施により期
待される効果

・市内の地域で支える人たちや支援団体等が繋がり、連携体制を築き、支援能力を補完し合うことで、各団体の支援の質
が向上し、当事者が、今本当に必要な支援を受けることができるようになる。
・複雑化する子どもに関する問題を共有し、子どもを支えるために必要な知識を学ぶことで、理解ある大人が地域に増
え、子どもの安心安全に繋がると共に、地域での支え合い意識が醸成される。
・こどもを中心に置き、支える大人たちが丁寧な関わりを積み重ることで、子どもが「自分は大切にされていい存在」だ
と感じ、健全に成長することができる。

その他

事業の概要
①こどもまんなかフェスタ～地域でこどもの笑顔を支えよう～（仮）
市内でこどもの支援活動をしている団体や企業等が集い、一日を通して様々な催しを行い、地域の大人がが子こどもと様々な形
で関わることの大切さについて考えるイベント。
開催日：2024年11月17日（日）10：00～16：00
会場：金沢市教育プラザ富樫
（催し物の内容）
・様々な形で子どもを支える活動をしている人々と子育てに課題を抱える親たちが集まり、ランチ交流会やトークイベントを開
催し情報交換することにより、子ども支援に関する課題を共有する。
・子どもの健全な成長に必要な「食」「学び・遊び」「安心安全」等をベースとした支援団体等によるワークショップ等を開
催。※イベントの詳細は別紙「イベントプログラム」に記載。
②こどもを支える人たちの学習会
支援が必要な子どもを支えるために必要な知識を学ぶための学習会開催。
開催日：2024年12月～2025年2月第２・４土曜日10：00～12：00開催（全６回）
会場：金沢市教育プラザ富樫
参加対象者：子ども支援に興味がある人 各回30名程度
テーマ：DVと虐待、母子家庭、不登校やひきこもり、発達障害等
講師：①のイベントに参加した支援団体に依頼
③こども支援団体交流会報告書作成及び公共施設や店舗等での設置
内容：こどもまんなかフェスタで各団体から出た課題や対応のまとめ、支援団体の紹介、こどもとの関わりで困った時のQ＆A
等
作成期間：2024月8月～2025年２月
※完成後 各支援団体や企業 配布 市 配布 公共施設等 設置 （ も閲覧 き よう 検討す ）

企画内容にかかる注意事項
※単発的なイベントで終わるものではなく、通年的な活動や今後に繋がる継続性を考慮した事業を提案してください。

※実施方法（予定日時・予定場所・実施形態・予定講師・参加見込数）など出来るだけ具体的に記載ください。

別途資料を添付する場合は、A4サイズでお願いします。

※既存の事業で応募する場合、工夫や改善した点を明確にしてください。



【５】事業収支予算書
委託費 300,000 円

収入の部 （単位： 円）

科目 金額 内訳など

委託料 300,000 金沢市

参加費 9,000 ランチ交流会参加者軽食代500円×18人＝9000円

本会計 10,000

計【A】 319000

支出の部 （単位： 円）

科目 金額 内訳など

謝金 132,000

◎11/21開催イベント
・ワークショップ講師謝金＠7000円×１H×２人＝14000円
・相談コーナー相談員謝金＠3000×２H×１名＝6000円
・トークイベント登壇者謝金10000円×２人＝20000円
・こどもカフェ運営謝金（準備時間込）＠2000円×３H×２人＝
12000円
◎学習会 ※全６回実施（内１回WEK担当）
・講師謝金＠7000円×２H×５人＝70000円
◎当日ボランティアスタッフ（協力団体）謝金1日1000円（交通
費含む）×10人＝10000円

消耗品費 48,750

・11/21イベントワークショップ材料費15000円、こどもカフェ材
料費15000円
・ランチ交流会配布資料・学習会配布資料印刷用紙100枚入り＠
600円×７包＝4200円
・カラーインク４色６200円１箱
・チラシ郵送用封筒（100枚入り）850円
・クラフト材料、文具、茶菓子7500円

印刷製本費 9,150
募集チラシ印刷代 ＠6.08円×500枚＝3040円

報告書印刷代＠12.22×500枚＝6110円

委託料 80,000 交流会等報告書作成取材・デザイン料

通信運搬費 22,700

参加団体企業募集チラシ郵送料＠84円×50通＝4200円

報告書郵送レターパック代＠370円×50通＝18500円

※掲載団体及び設置協力団体に郵送

食糧費 26400

※ランチ交流会軽食代
・トークイベント登壇者、ワークショップ、協力団体分
＠880円（飲み物代込）×12人分＝10560円
・参加団体及び一般参加者 ※参加費500円負担
＠880円（飲み物代込）×18人分＝15840円

計【B】 319000

【A】収入合計と【B】支出合計は一致（同額）させてください。



主催団体について

（令和 ６年 ５月 １日作成）

団体名 NPO 法人 WEK プロジェクト

住 所

代表者 理事長 坂井 美津江

事務担当者

氏名：坂井 美津江

組 織

役員、人数等 構成員となるための資格、条件等

役員：理事 7 名、監事 2 名

会員：50 名

理事長 坂井美津江

副理事 新美静香

理事

関口佳織、小松靖典、川並利治

山本由起子、石川誠子

監事 永井奈緒美、松本亘市

女性と子どもの支援に関心のある

方

目 的

男女が互いにその人権を尊重し、責任を分かち合い、その能力を発揮す

るとともに、安全で安心な環境でいきいきと生活することができるよう、

すべての人に対して、女性や子どもの人権の擁護や福祉の増進に関する

事業を行い、男女共同参画社会の形成と子どもの健全育成の推進に寄与

することを目的とする。

沿 革

（設立年月日、受賞歴等）

H29 年 3 月 1 日 法人化 （H28 年より任意団体会活動開始）

受賞歴 なし

活動内容

（１）DV 被害者サポート事業（相談支援）

（２）DV・虐待等予防啓発事業（講演会等イベント開催）

（３）女性のエンパワーメント事業（こころのケア講座・ふぇみカフェ）

（４）面会交流支援事業

（５）子育てサロン運営事業（ほっとサロン）

（６）子どもの見守り・貧困対策事業（シングルマザーと子どもの笑顔

応援プロジェクト、子ども見守り支援）

団体概要



【こどもまんなかフェスタ～地域でこどもの笑顔を支えよう～（仮）】
日程：2024 年 11 月 21 日（日）10：00～16：00 場所：金沢市教育プラザ富樫

時間 １２１ １２２ ボランティア活動室 ２１３
9:00 会場設営

10:00 ～

10:45

【子ども向け暴力防止ワークショップ】

定員：10 家族程度

※CAP に協働依頼

会場設営 【子育てなんでも相談室】

※CCI プラスに協働依頼

定員：４名

【こどもカフェ】

※子ども食堂に協働依

頼

セルフ飲み物コーナー

とおやつの提供

参加者：20 家族程度

11:15 ～

12:00

【親子の癒しアートワークショップ】

定員：10 家族程度

※他団体に協働依頼

12:00 ～
13:30

会場設営
ほっとサロン遊びコーナー（別事業）
※ほっとサロンは同日・同会場で実施している WEK プ

ロジェクトの事業。金沢こどもまんなかプロジェクト

とは別事業ではあるが、WEK プロジェクトも市内支援

団体として、当日の来場者のために会場を開放する。ト

ークイベントの託児としても利用可。

【支援者のランチ交流イベント】

子ども支援団体・企業・支援活動に興味がある人の

等 30 人 20 団体企業が参加

（内容）

・活動紹介・支援の課題や遣り甲斐等の共有

・参加団体、企業に支援マップ掲載依頼

※会場に団体紹介コーナー

ほっとサロン
カフェコーナー
（別事業）
※ほっとサロンは同日・同会

場で実施している WEK プロ

ジェクトの事業。金沢こども

まんなかプロジェクトとは別

事業ではあるが、WEK プロ

ジェクトも市内支援団体とし

て、当日の来場者のために会

場を開放する。

14:00 ～
15:30

【トークイベント】

（トークテーマ）『イマドキの子どもが抱える問題と

今必要な支援』

※金沢市の現状と課題をベースにした内容

トークゲスト：WEK×他団体×専門家

定員：支援者及び一般参加者 50 名

※会場に団体紹介コーナー




